
ま
た
、
被
災
地
の
地
域
福
祉
活
動
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）の
普
及
に
努
め
、
市
町

村
社
協
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

し
、
災
害
時
に
お
け
る
救
援
活
動
の
支
援

体
制
の
整
備
を
進
め
、
６
月
１
日
に
は
、

今
後
の
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
県

内
の
全
て
の
社
協
が「
災
害
時
相
互
支
援

協
定
」を
締
結
し
今
後
の
支
援
の
方
向
性

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
４
）生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
適
正
な
運
営

市
町
村
社
協
と
連
携
し
て
経
済
的
困
窮

者
や
高
齢
者
、
障
害
者
、
低
所
得
者
世
帯

な
ど
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
世
帯

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
業
務
を
行
い
自
立
支
援
に
努
め
る
と
と

も
に
、適
正
な
債
権
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
に
対

し
、
生
活
福
祉
資
金
に
お
け
る
生
活
復
興

支
援
資
金
の
貸
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
震
災
直
後
に
実
施
し
た
緊
急
小

口
資
金
特
例
貸
付
の
最
終
償
還
期
限
到
来

に
伴
い
更
な
る
償
還
促
進
に
努
め
ま
し

た
。

（
５
）元
気
高
齢
者
へ
の
社
会
参
加
の
支
援

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
と

お
し
て
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
促
進

す
る
た
め
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
祭
典
で
あ
る
第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
ち
ぎ
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
）へ
の
選
手
派
遣
や
宮
城
シ
ニ

ア
美
術
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
６
）中
国
帰
国
者
な
ど
の
支
援

中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の

運
営（
日
本
語
学
習
・
講
座
・
交
流
事
業
・

就
労
援
助
な
ど
）を
と
お
し
て
中
国
帰
国

者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
し
た
。

東
北
圏
域
の
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
、

一
般
県
民
と
帰
国
者
と
の
移
動
交
流
会
や

研
修
会
な
ど
を
実
施
し
支
援
の
輪
を
広

げ
、
地
域
の
中
の
支
援
体
制
構
築
に
努
め

ま
し
た
。

（
７
）各
種
団
体
と
の
連
携
・
協
働

団
体
支
援
窓
口
を
設
置
し
、
種
別
を
超

え
た
情
報
交
換
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
す
る
種
別
協
議

会
の
共
通
課
題
な
ど
を
国
、
県
、
全
社
協

へ
の
要
望
や
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
７

月
15
日
に
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

は「
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
構
築
へ
向
け
て
検
討
を
進
め
、
更
な
る

連
携
・
協
働
を
図
り
取
組
む
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
８
）高
齢
者
へ
の
総
合
相
談
の
実
施

高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
な
ど
が
抱
え
る

様
々
な
心
配
ご
と
、悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、

法
律
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
専
門
相
談
員

が
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま

し
た
。

３ 

社
会
福
祉
の
人
材
確
保
と
育
成

（
１
）福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
を
図
る
た
め
、

福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
よ
る
福

祉
の
職
場
な
ど
へ
の
紹
介
と
斡
旋
を
は
じ

め
、
就
職
面
談
会
や
就
労
・
定
着
支
援
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
養
成
校
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
介
護
福

祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
、
福
祉
・
介

護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
に
よ
る
福

祉
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

（
２
）�専
門
性
の
高
い
福
祉
・
介
護
人
材
の

養
成

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

（
全
国
一
斉
）を
は
じ
め
、
介
護
支
援
専
門

員
の
専
門
研
修
・
実
務
研
修
や
社
会
福
祉

従
事
者
研
修
、
障
害
者
相
談
支
援
従
事
者

研
修
、
喀
痰
吸
引
の
指
導
者
養
成
研
修
・

基
本
研
修
な
ど
を
年
間
計
画
に
基
づ
い
て

計
画
的
に
実
施
し
、
福
祉
・
介
護
人
材
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
福
祉
施
設
・
事

業
所
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
手
段
と

し
て
、
知
的
障
害
者
居
宅
介
護
職
員
初
任

者
研
修
を
就
労
支
援
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

（
３
）高
齢
者
の
社
会
貢
献
活
動
の
推
進

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
宮
城
い
き
い
き

学
園
５
校
の
運
営（
学
習
・
講
座
・
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
）を
と
お
し
社
会
参
加
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
社
会
貢
献
活
動

へ
参
画
す
る
高
齢
者
の
意
識
の
高
揚
に
努

め
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
時
に
学
園
生
に
対
し“
生

き
が
い
健
康
づ
く
り
推
進
協
力
員
”を
委

嘱
し
、
卒
業
後
、
地
域
に
お
い
て
社
会
貢

献
活
動
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
支
援
し
ま

し
た
。

４   

福
祉
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
の

実
施

（
１
）福
祉
事
業
者
へ
の
経
営
支
援

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
な
ど
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
福
祉
・
介
護

人
材
の
確
保
の
ほ
か
、
健
全
な
法
人
運
営

を
確
立
す
る
た
め
の
弁
護
士
・
公
認
会
計

士
・
社
会
保
険
労
務
士
の
専
門
相
談
員
な

ど
に
よ
る
社
会
福
祉
施
設

経
営
相
談
事
業
を
継
続
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
事
務
事
業

１ 

大
震
災
に
係
る
復
興
支
援

復
興
庁
宮
城
復
興
局
は
じ
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
幅
広
い
参
加
を
得
て
、
震
災
復
興
定
例

支
援
会
議
を
開
催
し
、
情
報
の
共
有
と
課

題
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
被
災
沿
岸
部

の
市
町
社
協
を
は
じ
め
関
係
諸
機
関
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
り
、
地
域
福
祉
推
進
の

視
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
被
災
地
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
仮
設
住
宅
、
災
害
公

営
住
宅
な
ど
で
生
活
す
る
被
災
住
民
の
自

立
・
生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、被
災
地
支
援
活
動
の
記
録
誌「
復

興　
明
日
へ
の
絆
２
」を
作
成
し
、
各
関

係
機
関
へ
配
布
し
ま
し
た
。

２ 

地
域
福
祉
の
推
進

（
１
）市
町
村
社
協
な
ど
へ
の
支
援
と
連
携

地
域
住
民
が
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
社
協
の
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
策
定
支
援
や
研
修
会
な
ど

を
と
お
し
て
職
員
の
育
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
運
営

し
て
い
る
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
地
域
住

民
な
ど
へ
の
相
談
・
生
活
支
援
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
は
じ
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
へ

対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
政
策
な
ど

へ
働
き
か
け
な
ど
を
実

践
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）の
育
成
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
と
連
携
し
て

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
や
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
な
ど
を
利
用
す
る
方
々
へ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ま
た
、
民
生
委
員
児

童
委
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

階
層
別
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
２
）生
活
困
窮
者
支
援
の
推
進

生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事

業
へ
取
り
組
む
市
町
村
社
協
に
対
し
、
情

報
提
供
や
研
修
会
の
開
催
な
ど
の
必
要
な

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
３
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
支
援

市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
り
、
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
市
民
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
入
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

県
及
び
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
訓
練
を
と
お
し
て
従
事
者
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
研
修
会
な
ど
を

実
施
し
人
材
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

し
た
。

　平成26年度事業計画に基づき、宮城県社会福祉協議会（以下「県社協」という。）は、本県における地域福祉推進
の中核機関として、市（区）町村社会福祉協議会（以下「市町村社協」という。）をはじめ、福祉諸団体、ＮＰＯ法
人、ボランティアなどの幅広い関係者との連携・協働のもと、高い公益性とともに民間法人としての自主性、創造
性を発揮して『誰もが身近な地域で安心していきいきと暮らせる地域づくり』に取り組むことを経営理念に掲げ、
豊かな福祉社会の実現を目指してきました。
　また、東日本大震災による被災地域の再生と被災住民などの自立・生活再建を早期に実現するため、市町社協と
の連携・協働により支援を行なってきました。

第172回評議員会（平成27年5月22日開催）、第254回理事会（平成27年5月27日開催）において、
平成26年度宮城県社会福祉協議会の事業報告および収支決算が承認されましたので、その概要を報告します。

なお、詳細は本会ホームページ（http://www.miyagi-sfk.net/）でも公表しています。

事業報告の概要

❶ 被災した地域の再生に向けた支援を継続します。
❷ 地域福祉を総合的に推進します。
❸ 福祉人材の確保と育成に向けた取り組みを推

進します。

❹ 福祉サービス利用者などの権利擁護活動を推
進します。

❺ 社会福祉施設などの適正な運営に努めます。
❻ 法人の適正な運営に努めます。

経営方針として、次の項目を掲げ事務事業に取り組みました。
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